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1. はじめに 

近年では，外国から日本に滞在する人々の増加に伴い，いわゆる「国際カップル」が増えつつあるといえ

る．1「国際カップル」は多言語背景を持つ人により構成されることが多いため，相互行為において言語にか

かわる交渉が頻繁に行われる(河原 & 岡戸，2009)．つまり，言語をどのような場面でいかに使用するかとい

う交渉である． 

夫婦間における言語とアイデンティティの関係についての研究は従来から行われており，アイデンティテ

ィは談話（対話の中での相互作用，および社会のレベルのディスコース）を通して形成されると指摘される

(Piller，2002)．ゆえにアイデンティティ研究において談話分析は重要な研究手法である．しかしながら，

談話の中でカップルが具体的にいかに言語を使用するか，また談話において言語意識や言語イデオロギーが

いかに表面化するかはまだ十分に解明されていない．特にドイツ語を母語とするオーストリア人と日本語を

母語とする日本人の「国際カップル」の研究が未だにされていない． 

そこで，本研究はオーストリア人と日本人の「国際カップル」が作成した言語ポートレートに基づき，相

互行為に行けるメタ語用的談話とアイデンティティの関係を明らかにしようとする． 

2. 理論的枠組み 

人間はことばを使用することに伴い，コミュニケーションを成し遂げるためそのことばづかいに対しての

言語意識を援用する．Silverstein（1993）は言語使用を解釈するための枠組みとしての役割を担う言語意識

を「メタ語用論」と名付けた．相互行為における言語使用について発言することは「メタ語用的談話」であ

る．メタ語用的談話とは，話者が自身の言語，ことば，言語能力（コンピテンス）について言及し，社会的

空間の中で自己を位置付ける（positioning）という概念である(Spitzmüller et al.，2021; Wortham & Reyes，

2021)．自己位置付けというやりとりにおいて，話者がことばについての発言を繰り返し，その繰り返しによ

り，自己のアイデンティティとカップルとしてのアイデンティティが形成される（Bucholtz & Hall, 2004; 

Damari, 2010）． 

コミュニケーションをするため，人がことば，（複数の）言語やレジスターなどを使用するが，それぞれの

要素を「言語資源」（linguistic resources）と呼ぶ．言語資源の全体で人の言語レパートリー（linguistic 

repertoire）が構成される(Gumperz, 1964）． 

3. 方法 

本研究は日常会話の録音データと半構造化インタビューという二つの方法を用いる．カップルの日常的な

言語使用を録音してもらい，談話分析を行う(Wortham & Reyes，2021)．インタビュー調査は参加者に言語ポ

ートレートを作成してもらい，ポートレートを踏まえる自身の言語についての語りに顕在化する言語意識を

解明することを目的とする．言語ポートレートとは現象論が基礎となるインタビュー形式を持つ創造的な研

究方法である．インタビューでは参加者が「身体の画線に自身のことばを位置付けて描く」(岩崎，2022:101)

作業をすることにより，参加者自身の言語資源について考察する．言語イデオロギーの研究でもよく使われ

 
1 「国際カップル」に鍵括弧をつけた理由は，「国際」という表現には国籍や市民との関連が強く，本質主義的な概

念だからである． 
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る方法である(Busch，2017)．身体とことばの結びつきで自身のことばや言語学習について語る中で，自身の

ことばに対しての思いや感情が現れると期待される． 

4. 参加者の紹介 

分析の結果を報告する前に，本研究に協力してくださったカップルを紹介する．Katharinaはオーストリア

のウィーンに近隣する町で生まれ，一年間東京の大学に交換留学し，現地で今の配偶者であるタカシに知り

合った．自身の言語レパートリーには母語のオーストリアのドイツ語の変種，学校で学んだ英語，イタリア

語と大学で専攻した日本語が含まれている．タカシはアメリカやカナダに留学し，東京変種の日本語と英語

を駆使している．卒業後，大阪の会社に就職した．タカシと Katharinaは 2021年 11月から 2人で大阪で暮

らしている．日常生活は英語と日本語を使っているが，それぞれの言語に対する意識が異なる． 

5. メタ語用的談話に表面化する言語使用と言語意識 

以下に Katharina の言語ポートレートとそれに基づくメタ語用的談話の分析を報告する．言語ポートレー

トにはドイツ語（DEUTSCH），オーストリアの家族と話すときに使うドイツ語の方言(DIALEKT)，イタリア語

(ITALIENISCH), 英語（ENGLISH）と日本語(JAPANESE)がそれぞれ違う色で描かれている．日本語は Katharinaが好

きなピンク色で，身体の中心部に位置付けられている（図1．を参照）． 

図1．Katharinaの言語ポートレート 

 

インタビューではKatharinaは日常生活における日本語能力の重要さについて次のように語る． 
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例１．Katharinaとタカシのインタビュー，2022年9月 

 

Katharina [00:28:37–00:28:59]: 

“And now it’s kind of, well, it’s a big part of me. And, at the moment, it should be my center. 

So, everything … The better I can speak Japanese, the better I could live here. So, I should try 

to make it like the, the most important part of my body.” 

［まあ，今，自分の体の大きな一部だね．現在は自分の真ん中にしないとね．で，全部 … 日本語をうま

く話せば話すほどここでいい生活できるだろう．だから，自分の体の最も重要な部分にしなければならな

いと思う．］（執筆者による翻訳） 

 

この語りで，タカシと一緒に住むためオーストリアから日本に移住したKatharinaにとっては自身の日本語

の能力は日本で生活するために重要であると明らかになる．「Japanese」の下に「大」（英 “big”）という漢

字を付け，日本語は文字通りに「it’s a big part of me」と語る．彼女にとって，日本で生活するには高い

日本語の能力が求められているという意識が言語ポートレートとそれに基づくメタ語用的談話からうかがえ

る．それに対して「English」はKatharinaがあまり好まない灰色で，インタビューでは「グレイは中立的な

色だ」と言う．彼女は英語をコミュニケーションするための道具として扱い，感情を寄せない言語だと言う．

オーストリアの大学の日本学科を卒業した Katharina にとって日本語のほうはもっと感情が入っている言語

であろう． 

言語意識というレベルでは，Katharinaは英語より日本語のほうが自分にとって大事な言語だと話すが，タ

カシとの日常的なコミュニケーションでは英語のほうをよく使うようになったようだ．2022年 5月から 6月

にかけて，Katharinaとタカシには自宅での会話を録音してもらった．次のようなやりとりがあった． 

 

例２．Katharinaとタカシの会話，2022年5月 

034 Katharina: demo: saikin eego bakkari shaberu kara moo:, [nihongo  ] 

035               ↑wasurechau yo: atashi↓   

036 Takashi:                  [soo da ne.]  

037 Katharina: [((笑)) 

038  Takashi:   [gomen ne.  

 

 例２.は自然会話に表面化するメタ語用的談話の例である．会話自体は日本語で行われている，最近は日本

語より英語のほうを頻繁に使うようになったようだ．Katharinaはお互いに英語を使用することにより，自身

の日本語能力が低下することを懸念する．タカシが 038 行で謝る発言から，彼には日本語母語話者として

Katharinaと日本語で話す選択肢があるにもかかわらず，英語のほうを選ぶことがわかる．インタビューでは，

彼は Katharina と日本語で会話するときに理解できないときがあるので英語のほうが 2 人にとって楽だと説

明した．実際に Katharina の日本語能力がコミュニケーションに足りるかということは別とし，ここで注目

すべき点は「言語意識」である．日本で暮らすためもっと日本語を使用したい Katharina は配偶者のタカシ

と会話するときに英語を使うことに不満を感じている．タカシもそれを認識しているようだ．すなわち，カ

ップルの実際の言語使用と Katharina が望んでいる言語使用の間，乖離が生じているのである．自身の日本

語能力のことを心配しているKatharinaは「正当な日本語話者」（Takeuchi,2020）として自己を位置づける.   

なぜなら，インタビューと例２.の会話で明らかになるように彼女は自身の日本能力を通して日本社会の構成

員になろうとしているからだ．従って，日本語能力は自分の日本語話者のアイデンティティと深く結びつい

ている．カップルの共通の言語レパートリーには主に日本語と英語という二つの言語資源が含まれるが，そ

れぞれの言語にかかわる指標的な意味が異なるのである． 

6. まとめ 

分析はまだ完全に終わっていないが，メタ語用的談話はカップルのアイデンティティ形成に顕著な役割を

果たし，特に言語能力にかかわる自己位置付けは多元的な関係を持っていることがわかった．Katharinaとタ
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カシという代表的な「国際カップル」は日本に在住しながらも移動の経験を重ねてきて，その流れでことば

を拾ってきた．本研究は（カップルの）アイデンティティ形成は，メタ語用的談話に表面化する言語使用と

言語意識を分析すれば解明できることを指摘する． 
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